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関東平野におけるスギ衰退の現状

新川幹郎土方智紀

まず， 1960年代から 1980年代までの関東地方平野部のスギの衰退度の分布の変遷について過去の研究

結果をまとめた。次いで， 2000年から 2001年の関束平野におけるスギ衰退の現状を調究した結果を報告

する。2000年から 2001年に調査した結果は，調査対象地域の中で衰退度 3の地域が最も広かった。過去

の調査結果によると， 1980年代までは衰退が最も激しかったのは都心部であったが， 2000年から 2001年

の調査結果では，哀退度 4や衰退度 5の地点が見られなかった。これは，過去に衰退が激しかったスギは

すでに枯死したか，あるいは伐採されたことによるものと考える。

キーワード：スギ，樹木衰退，環榜変化
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I はじめに

都市の樹木衰退は， 1950年代から 1970年代の

日本の高度経済成長期と時期を同じくして進行し

た。樹木の状態の変化は環境の変化とともに現れ

るので，都市域の環境指標として 1960年代から

衰退の状況が報告されてきた。スギ，モミ，アカ

マツは他の樹種に比べて衰退の様子が観察しやす

く， 小林 (1967)，山家 (1973)は1960年代の東

京のスギ衰退の状況を報告した。スギ衰退の状況

は，関東地方だけでなく，福井県や京都市（山

家： 1978)や瀬戸内海沿岸（梨本 ・高橋： 1991)

などでも報告されている。

樹木の衰退が注目されるようになった時期は，

大気汚染の著しい時代と一致し，両者の関係に言

及した論文が多い。小林 (1967) は大気汚染が都

市の樹木に被害を与えていることを指摘し．スギ

を含めた樹木の東京都内の被害を報告している。

山家 (1971,1973) は，ケヤキ，シラカシ，ス

ギ，アカマツなどの樹木について，衰退の実態と

大気汚染の影響について論じている。また，大気

汚染以外に衰退の原因を考察した論文は川名・相

場 (1971)があり，東京郊外の府中周辺での樹木

の衰退の原因は都市化による地下水位の低下であ

ると考え，水環境の変化を樹木衰退の一因として

いる。

科学技術庁資源調査会 (1972) は都市部におけ

る樹木の活力度を測定するために，健全さの程度

を数値化した。樹木の健全さあるいは衰退の程度

を階級化した最初の研究である。スギを含む 11

樹種について評価基準を設け，樹木活力指標を 4

つに階級化し，主に関東地方の 24地点 （スギは

5地点）で樹木の活力の程度を調べた。常緑樹で

は樹勢，枝葉の密度など9項目の測定項目から総

合的に評価された。この調査でもスギは枯損の状

態が著しいと報告している。

山家 (1978) は都市化に伴う環境悪化の程度を

表す指標としてスギとケヤキを用いて，樹木の外

観から衰退の程度を 5段階に区分した。その区分

に基づき 1972年から 1974年に関東地方などにお

いて衰退度の実態調査を行った。関東地方におけ

るスギ衰退度の面的な広がりが初めて明らかにな

り，都心から郊外にいくにしたがって衰退が弱ま

ることが示された。この研究で用いられた衰退度

の指標は，この後の研究での衰退度の階級化の基

本となった。1980年代には，酸性降下物とスギ

衰退の関連性が研究される ようになった。環境庁

と林野庁が，北関東の平地林のスギ衰退の実態調

査と酸性降下物の関連性を調査した（森川：

1989)。また，高橋ほか (1986)，梨本・高橋

(1991)も関東地方とその周辺部で実態調査を行
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い，酸性降下物との関係

を論じている。

スギの衰退は， 1960

年代から大気汚染による

ものと考えられてきた。

これまでの研究の衰退度

の分布パタ ー ンと

NO2, SO2，オキシダン

トの分布パターンが一致

すると述べられている

（森川： 1989）。 しかし，

スギは SO、や O3に対し

て比較的耐性があり （鋒

屋 ほか： 1982)，広域な

スギの衰退は一つの要因

によるものではなく，複

合要因によるのが一般的

と考えられている （坂

口： 1983)。他に考えら

れている要因としては，

前述した地下水位の変動

のほか，降水羅や気温等

の気象条件の変動 （森

川： 1989,松本ほか：

1992)，表層土壌の酸性

化 （松浦ほか： 1991)などがあると されている。

1991年以降は，少なくとも関東全域にわたる

広域の調査は報告されていない。これは東京都を

中心とする大気汚染や水環境の悪化などが停滞し

たことにより，樹木の衰退の進行が目立たなく

なってきたことによるのかもしれない。越地

(1992)は1972年と 1990年を比較して， 衰退の

程度が回復した樹木が神奈川県内にあることを報

告 している。このように地域により，時代によ

り，スギ衰退の分布に変化がある。2000年から

2001年のスギ衰退度の現状を明らかにし，環境

との関連性を論じる必要があると考える。した

がって，この研究では， まず関東地方におけるス

ギ衰退のこれまでの研究を概観する。次い

で， 2000年から 2001年までのスギ衰退の現状を

．匹

川越
。さいたま． ． 

゜
東京

d
 
(km) 50 

口

第1図 調介対象地域

報告する。

II 調査方法

調査地域は，北関東での衰退が目立つという報

告が多かったため，関東平野の北部地域が概観で

きるように，都心から北東および西を中心として

調壺地点を設けた （第 1図）。調査地点は，社寺

林を構成しているスギを対象とし， 33地点を設

定した。1つの調査地点に生育する胸高直径 30

cm以上のスギについて，衰退度を測定した。衰

退を示すスギは主に胸高直径 30cm以上である

（高橋ほか 1986)ことから， 30cm未満のスギは

今回の調査の対象としなかった。現地調査

は， 2000年 6月から 2001年 12月に行った。

衰退度の測定は外観から衰退度を 6階級に区分

した。この方法は一般的に用いられており，健全
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関東平野のスギ哀退度

／ 

衰退度 1 哀退度 2 哀退度 3

↑` 

衰退度4 哀退度 5 哀辿度 6

第2図 スギ衰退度の評価）訊g
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木と比較した樹冠の着葉量と枯枝の発生状態を基

準としている（森林立地調査法編集委員会：

1999)。環境庁・林野庁 (1986) によると，スギ

の健全な樹形は若齢期には梢端が先鋭な円錐形で

あり，老齢化するにつれて梢端が丸くなった円錐

形となる。そのような正常樹形が，衰退していく

につれ，梢端部が変形 ・枯損し，次いで下方へ枯

れ下がると指摘されている。本研究の評価基準

（第 2図）は，過去の研究にも応用されている 山

家 (1978)の評価基準をもとにした。最も健全な

ものを衰退度 l，最も衰退の進んだものを衰退度 5

とした。衰退が進行したために枯死または伐採さ

れたと考えられるものは，山家 (1978) では基準

に含まれていなかったが，今研究では衰退度6と

した。各階級の特徴は以下の通りである。衰退度

1は樹冠の先端が尖っており，樹勢がよく，着葉

献も多い健全なもの。衰退度 2は，樹冠の先端が

丸くなっているが，樹勢，着菓醤がまだ多いも

の。衰退度 3は，着葉は枝先だけになるが，樹冠

は残っているもの。衰退度4は，梢端から枯れ始

めたものの，着業麓がまだ比較的あるもの。衰退

度 5は枯枝がさらに増え， 着葉鼠が著しく減少し

たもの。衰退度 6は枯死，あるいは伐採されたも

の， とした。

各調査地点において，スギの成木の中で最も頻

度の多かった衰退度を最頻値，最も衰弱している

スギの成木の衰退度を最大値とした。

皿 関東地方のスギの衰退度の変化とその

分布域の変遷

1. 1960年代から 1974年のスギ衰退度の分布

1960年代には，城東，城北，城南地区では一

部の例外をのぞき，中・大高木はほとんどみられ

なくなっていた（小林： 1967)。また，山家

(1973) も都内を調査し，東京 23区内には明治神

宮などの例外を除いてスギの成木がほとんどみら

れず，東京の西部から郊外にかけて衰退する地域

(km) 50 

第3図 1972-1974年の関東地方のスギ衰退度の分布（山家： 1978)
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関東平野のスギ哀退度

第4図 環税庁・林野庁による 1985-1986年の関東地方のスギ衰退の状況（森川： 1989)
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第5図 高橋ほか (1986)による 1980年代半ばの関束地方およびその周辺のスギ哀退の状況
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が急速に広がっていること， 主要道路沿いでは都

心から 50km付近まで樹勢の衰えが認められる

ことを報告している。

山家 (1978) は 1972~1974年の関東地方にお

けるスギの衰退度を分布図にホした （第 3図）。

網線の内側は成木がない地域であり，都心で最も

衰退が激しい。都心から郊外へ向かうにしたが

い，衰退度が緩和されている。しかし，緩和の程

度は都心からの方向により異なる。都心から 30

km以内ではどの方向も 衰退が特に激しい。東

（千築方而）および北東方向 （土浦方面）と西方

向（八王f方而）は衰退度 4の範囲を超えると，

比較的短い距離で衰退の程度が緩和され，都心よ

り40~60km以遠では健全になる。それに対

し，北 （宇都宮方面）および北西方向 （前橋方

面）では，衰退の進んだ地域が郊外まで延び，都

心から約 100kmないしそれ以遠で健全なスギと

なる。また，明治神宮では， 1967年から 1971年

の間に衰退が 1段階あがったスギがあることを写

真で報告している。

2. 1985年頃のスギ衰退度の分布

環境庁と林野庁は 1985~1986年に北関東を中

心に調査を行った （第4図）。衰退度の指標は山

家 (1978) に準じている。第3圏と比較すると，

衰退地域が関東平野部の全域に拡大しているこ

と，北両方向に被害が広がっていること， 重度衰

退地域の範囲が拡大し，特に北西方向に拡大して

いること，局地的には，市街化に伴って衰退度が

高まっていることなどが特徴として挙げられる

（森川： 1989)。

高橋ほか (1986)や梨本・麻橋 (1992)は

1980年代半ばに関東地方において調査をおこ

なった（第 5屈l)。衰退度の基準は梢の枝枯れの

状況から 4つに区分した上で被害指数に換算して

いる。論文中の写真から，今研究の基準との関係

を推測すると，激害地域は衰退度 4~5，中害地域

は衰退度 3~4，軽害地域は衰退度 2~3と考えら

れる。激害地域が東京湾岸から北北西方向に進行

し，途中から西よりに方向を変えて帯状に分布

し，その周囲に中害地域，さらに外側に軽害地域

が広がる。また，被害は標高約 150m前後以下

の低海抜地域に限られ，山地付近では衰退が軽減

されていると指摘されている。また，この研究を

発展させた梨本・高橋 (1991) によると，直径

90 cm以上の大径木は衰退地域に少なく，健全地

域に残存することが報告されている。

3. 2000年から 2001年のスギ衰退度の分布

前項の 1.'2. で論じたように，衰退度の分布

には時代的変遷がみられた。今回の研究で

は， 2000年から 2001年の 33地点の結果をもと

に，衰退度の階級の最頻値と最大｛直の図を作成し

た。

最頻値の分布l図（第 6図）によると，最頻値が

衰退度 1の地点は宇都宮の南に 1点のみしかな

かった。この地点は平地林ではあるが山地の近く

に位骰する。衰退度 1は，過去の研究からみても

山地などに多い。衰退度2は，群馬県前橋市，高

崎市，栃木県の足尾山地山麓部から八溝山地山麓

部にかけての地域，茨城県岩間町など，都心から

離れた地域に分布する。衰退度 3は調壺対象地域

でもっとも広く分布する。衰退度 4は埼玉県の北

東部に分布し，今回の調査で最も高い衰退度を示

している。

最頻値が衰退度 5の地点は調壺対象地域全域に

1地点もなかった。環境の改善により衰退の停止

ないし回復の可能なのは衰退度 3までであり （山

家： 1978)，回復が起こらないと考えられる衰退

度4や衰退度 5のスギが継続的に生育できる期間

は短いと考えられる。すなわち，衰退度 5は急速

に衰退の程度が進み，枯死に近い状態であり，過

去に衰退度が5であった場所ではスギが枯死する

か，伐採され，衰退度 6になると考えられる。

1960年代には，すでに東京郊外の杉並区や府中

市では，かつてスギ林を主体としていた社寺林に

枯損が目立つことが指摘されている （小林：

1967)。今回の調資でも，都心部にはスギの生育

する社寺林は少なく，衰退が激しい時期にスギが

全て枯死してしまった地点，倒木による事故を避

けるため寺社が伐採した例あった。最頻値の衰退

度4の地点が都心域にないことも同じように考え

- 22 -
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第6図 2000年から 2001年のスギ哀退度の蚊頻伯分布図
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第7図 2000年から 2001年のスギ衰退度の最大値分布図
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関束平野のスギ衰退度

ることができる。今回の調査で最も都心に位置す

る調査地点である明治神宮で最頻値が衰退度 3で

ある理由は，緑地面積が広く，管理されており，

都心部の中でも特異な環境である。衰退度4~5

のスギは伐採してしまったため残っていないと考

える。

この結果を，過去の分布図 （第 3固～第 5図）

と比較すると，次の 3点がわかった。

1)今回の調査結果では，衰退度 3の地域が広い

ことが特徴的である。

2)衰退度 2の地域の範囲は過去の結果と同様

に，関東平野の北西部（前橋方面）と北部（宇

都宮方面）と比べて，北東部（土浦方面）で健

全な傾向が都心により近く現れる。

3)衰退度 4と衰退度 5は都心部には皆無であっ

た。

次に，各調査地点の衰退度の最大値の分布を示

す（第 7図）。最大値が衰退度 5を示す地域は，

関東平野のほぽ中央の一帯に広がっている。その

周囲に最大値が衰退度4を示す地域が広がり，研

究対象地域内の最も広い範囲を占める。熊谷や前

橋の西側一帯と岩間周辺に最大値が衰退度 3にな

る地域がある。また，明治神宮も最大値は衰退度

3となる。今回の調査では，最大値が衰退度 1~2

になる地点は見られなかった。

最大値が衰退度 5になる地域は，最頻値で最も

値の高かった衰退度 4の地域と近似の分布を示

す。最大値の衰退度 5がみられないのは，最頻値

の場合と同様に衰退度が高いものは枯死または伐

採されたと考える。 したがって，これらの伐採し

た例のある地点を衰退度 6として表示すべきと考

えるが，本研究では最大値の分布図に衰退度6の

表示はしなかった。

V まとめ

関東地方のスギの衰退度の分布について， 2000

年から 2001年の現状を調査し，その結果を これ

までの研究と比較した。その結果，

1) 1970年代初めには，都心で衰退が最も激し

く，関東地方の北方向および北西方向でスギの

衰退が遠方まで達していた。

2) 1980年代半ばには，被害の激しい地域が広が

り，特に北西方向の前橋，高崎方面での衰退が

激しくなった。

3) 2000年から 2001年には，衰退度 5の衰退の

進んだスギが生育する地点は関東中部にあり，

都心部ではスギがない。または，明治神宮にみ

られるように衰退度が小さくなっている。衰退

度3の地域が大部分を占め 1980年代より拡大

した。衰退度 2のやや健全な地域は関東平野の

北東部～北西部の一部に見られる。
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